
共に闘う仲間たちが再集結

組織の総力をあげ、
統一自治体選挙をたたかおう

2 0 2 3 年
統一自治体選挙

推薦候補全員の当選へ
な
ぜ
、
政
治
活
動
を
取
組
む
の
か
？

政
治
活
動
は
特
別
な
取
組
で

は
な
く
、
労
働
組
合
と
し
て
の

活
動
の
1
つ
で
す
。
政
治
活
動

を
含
め
た
労
働
組
合
の
活
動
に

は
、
組
合
員
の
理
解
と
共
感
が

必
要
で
す
。

労
働
組
合
の
基
本
的
な
役
割

は
、
組
合
員
1
人
ひ
と
り
の
生

活
を
守
り
改
善
す
る
こ
と
で

す
。
そ
の
た
め
、
賃
金
・
労
働

条
件
改
善
の
労
使
交
渉
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
公
務
員
の

賃
金
・
労
働
条
件
は
、
最
終
的

に
は
、
国
会
や
各
自
治
体
の
議

会
に
お
い
て
決
定
さ
れ
る
仕
組

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
現

場
の
労
使
交
渉
だ
け
で
は
解
決

す
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
医
療

や
福
祉
、
年
金
、
教
育
、
税
制

な
ど
の
改
善
を
、
法
律
や
条
例

改
正
を
通
じ
て
実
現
す
る
た
め

に
も
、
政
党
や
政
治
家
に
働
き

か
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

一
方
、
地
方
自
治
体
の
業
務

や
予
算
な
ど
は
、
身
近
な
地
方

議
会
で
議
決
さ
れ
る
条
例
だ
け

で
は
決
め
ら
れ
ず
、
国
会
で
議

決
さ
れ
る
法
律
に
大
き
く
左
右

さ
れ
ま
す
。
地
域
住
民
の
た
め

に
よ
り
良
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
た
め
に
も
、
労
働
組

合
の
立
場
か
ら
政
治
の
場
に
政

策
を
反
映
さ
せ
る
取
組
が
必
要

で
す
。

そ
の
た
め
、
労
働
組
合
の
政

策
を
理
解
す
る
国
会
議
員
や
自

治
体
議
員
を
支
援
し
て
議
会
に

送
り
出
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
ぜ
、
我
わ
れ
の
職
場
の
業
務
が
政
治
と
関
係

す
る
の
か
？

〈
現
業
職
場
の
課
題
〉

こ
れ
ま
で
の
大
規
模
災
害
に

お
け
る
災
害
復
旧
や
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応

を
見
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

長
年
に
わ
た
る
国
・
地
方
自
治

体
に
よ
る
誤
っ
た
合
理
化
政
策

に
よ
り
、
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ

ー
ク
と
呼
ば
れ
る
多
く
の
現
業

職
場
に
お
い
て
、
退
職
不
補
充

や
民
間
委
託
が
推
し
進
め
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
感

染
症
対
応
や
自
然
災
害
の
被
災

時
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
通
常

時
に
も
住
民
の
安
心
・
安
全
な

暮
ら
し
を
守
る
こ
と
す
ら
困
難

な
状
況
に
あ
る
自
治
体
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な

な
か
、「
無
力
感
」
や
「
あ
き

ら
め
感
」
が
先
行
し
、
た
た
か

う
気
力
す
ら
失
っ
た
単
組
が
存

在
す
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

今
こ
そ
、
現
業
職
員
が
行
っ

て
い
る
業
務
の
重
要
性
を
地
域

住
民
に
発
信
し
、
理
解
を
求
め

る
取
り
組
み
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、
地
域
実
情
に
即
し
た
地

域
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
確
立
す
る

た
め
の
予
算
を
確
保
さ
せ
る
な

ど
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
「
地
方

分
権
」「
地
方
自
治
」
の
推
進

に
む
け
て
国
会
・
省
庁
対
策
を

強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

4
月
23
日
（
日
）
の
2
0
2
3
年
統
一
自
治
体
選
挙
投
票
日
が
目
前
に
迫
っ
て
き
て
い

ま
す
。
わ
が
組
合
は
東
京
23
区
を
中
心
に
51
名
の
推
薦
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
区
長
選
挙
は
我
わ
れ
直
接
の
使
用
者
を
決
定
し
、
各
区
議
会
議
員
選
挙
に
つ

い
て
は
、
区
議
会
の
意
思
決
定
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
我
わ
れ
の
声
を
各
区
議
会

へ
反
映
さ
せ
る
た
め
に
も
、
残
さ
れ
た
期
間
は
極
め
て
少
な
い
で
す
が
、
プ
ラ
法
の
改
正

を
踏
ま
え
た
今
後
の
23
区
清
掃
事
業
の
あ
り
方
と
、
65
歳
ま
で
安
心
し
て
働
き
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
賃
金
・
労
働
条
件
の
構
築
や
人
員
確
保
の
た
め
、
全
推
薦
候
補
の
当
選
に
向

け
て
全
力
で
取
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

今
号
に
つ
い
て
は
、
解
説
を
交
え
な
が
ら
統
一
自
治
体
議
員
選
挙
に
つ
い
て
特
集
し
ま

す
。

編 集 責 任
企画・総務局
萩原 崇氏

（
2
面
に
つ
づ
く
）

区長選挙推薦候補
北 花川 與惣太 無所属・現

文 京 成澤 廣修 無所属・現

世田谷 保坂 のぶと 無所属・現

江戸川 斉藤 猛 無所属・現

区議会議員選挙推薦候補

千代田
小枝 すみ子 無所属・現

岩佐 りょう子 立憲民主党・現

中 央 わたなべ ひろとし 無所属・現

港 阿部 浩子 立憲民主党・現

新 宿
山口 かおる 立憲民主党・新

小野 裕次郎 立憲民主党・現

北
大畑 おさむ 立憲民主党・現

青木 のぶえ 立憲民主党・新

文 京 浅田 やすお 立憲民主党・現

荒 川 河内 ひとみ 無所属・現

渋 谷
治田 学 立憲民主党・現

小田 浩美 立憲民主党・現

品 川 松永 吉洋 立憲民主党・現

目 黒 青木 英太 無所属・現

大 田 奈須 りえ 無所属・現

世田谷

羽田 圭二 立憲民主党・現

桜井 純子 立憲民主党・現

金井 えり子 生活者ネット・現

藤井 まな 立憲民主党・現

関口 江利子 生活者ネット・新

杉 並 渡辺 ゆきこ 社民党・現

中 野
むとう 有子 無所属・現

山本 たかし 立憲民主党・現

豊 島 わがい 哲代 無所属・現

板 橋
五十嵐 やす子 社民党・現

くまだ 智子 立憲民主党・新

足 立 銀川 ゆい子 立憲民主党・現

江戸川
笹本 ひさし 立憲民主党・現

中野 ヘンリ 国民民主党・新

江 東
新島 つねお 立憲民主党・前

間庭 尚之 無所属・新

墨 田 あべ きみこ 立憲民主党・現
※足立区議会議員選挙は告示日が5月14日、投票日が5月21日です

第1069号せ い そ う 労 働 者（１）２０２３年４月１０日



地
方
公
務
員
の
賃
金
・
労
働
条
件
と
国
会
・
地

方
議
会
と
の
関
わ
り
は
？

地
方
公
務
員
は
、
賃
金
・
労

働
条
件
の
決
定
が
「
勤
務
条
件

条
例
主
義
」
の
も
と
に
置
か
れ

て
い
る
た
め
、
た
と
え
、
労
使

間
の
交
渉
で
お
互
い
の
理
解
の

も
と
に
賃
金
・
労
働
条
件
を
決

定
し
て
も
、
議
会
に
お
い
て
公

務
員
に
批
判
的
な
議
員
グ
ル
ー

プ
な
ど
に
よ
り
、
労
使
間
の
決

定
が
覆
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
間
も
、「
公
務
員
バ

ッ
シ
ン
グ
」
の
も
と
、
自
民
党

を
は
じ
め
、
一
部
の
政
党
・
首

長
・
議
員
が
、
一
方
的
な
公
務

員
の
賃
金
・
労
働
条
件
の
引
き

下
げ
を
主
張
し
、
実
際
に
、
給

与
削
減
を
強
行
し
た
の
は
、
記

憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
た
め
、
国
会
や
地
方
議

会
に
、組
織
内
議
員
・
政
策
協
力

議
員
を
は
じ
め
と
す
る
、
労
働

組
合
の
政
策
を
理
解
す
る
議
員

を
送
り
出
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

地
方
公
務
員
の
賃
金
決
定
と
議
会

地
方
公
務
員
の
賃
金（
給
与
）

に
つ
い
て
は
、
地
方
公
務
員
法

に
お
い
て
、
平
等
取
扱
の
原
則

（
13
条
）
や
情
勢
適
応
の
原
則

（
14
条
）、
職
務
給
の
原
則（
24

条
1
項
）
な
ど
の
諸
原
則
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
24

条
5
項
で
は
、「
職
員
の
給
与
、

勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件

は
、条
例
で
定
め
る
」と
さ
れ
、

「
勤
務
条
件
条
例
主
義
」
が
規

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
24
条
2
項
で
は
、「
職

員
の
給
与
は
、
生
計
費
並
び
に

国
及
び
他
の
地
方
公
共
団
体
の

職
員
並
び
に
民
間
事
業
の
従
事

者
の
給
与
そ
の
他
の
事
情
を
考

慮
し
て
定
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
す
る
「
均
衡
の
原

則
」
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
法
律
の
規
定
な
ど

か
ら
、
人
事
院
・
人
事
委
員
会

は
、
民
間
給
与
等
実
態
調
査
を

実
施
し
て
公
務
員
と
民
間
労
働

者
の
給
与
を
比
較
し
、
人
事
院

は
国
会
お
よ
び
内
閣
に
、
人
事

委
員
会
は
議
会
お
よ
び
首
長
に

対
し
て
「
給
与
勧
告
」
を
行
い

ま
す
。
そ
し
て
、
地
方
自
治
体

に
お
い
て
は
、
給
与
勧
告
を
踏

ま
え
つ
つ
、
労
働
組
合
と
当
局

の
労
使
交
渉
に
よ
り
給
与
改
定

方
針
を
決
定
し
、
給
与
条
例
の

改
正
案
を
議
会
に
提
出
し
ま
す

（
国
に
お
い
て
は
、
給
与
法
改

正
案
の
国
会
提
出
）。

こ
こ
で
、
議
会
に
お
い
て
条

例
改
正
案
を
審
議
す
る
こ
と
と

な
る
の
で
す
が
、
自
治
体
財
政

の
ひ
っ
迫
な
ど
を
理
由
と
し

た
、
地
方
公
務
員
給
与
の
引
き

上
げ
反
対
や
引
き
下
げ
を
主
張

す
る
議
会
勢
力
が
強
ま
る
な
ど

し
て
、
労
使
交
渉
で
決
定
し
た

内
容
が
覆
さ
れ
て
し
ま
う
恐
れ

が
生
じ
ま
す
。
ま
た
、
上
記「
均

衡
の
原
則
」
に
あ
る
よ
う
に
、

地
方
公
務
員
の
給
与
は
国
家
公

務
員
の
給
与
も
考
慮
さ
れ
る
の

で
、
国
会
に
お
け
る
給
与
法
改

正
案
の
取
り
扱
い
も
同
様
に
重

要
と
な
り
ま
す
。

労
働
者
の
賃
金
・
労
働
条
件

は
、労
使
自
治
の
原
則
の
も
と
、

労
使
交
渉
に
よ
り
決
定
す
べ
き

も
の
で
す
。

そ
の
た
め
私
た
ち
は
、
議
員

・
政
党
と
の
協
力
関
係
を
広
げ

な
が
ら
、
地
方
議
会
対
策
や
国

会
対
策
を
行
う
の
で
す
。

全
推
薦
候
補
の
当
選
へ
向
け
、
最
後
の
最
後
ま

で
た
た
か
お
う

以
上
の
よ
う
に
、
我
わ
れ
現

場
の
声
を
各
区
議
会
へ
届
け
、

反
映
さ
せ
る
た
め
に
は
、
我
わ

れ
の
仕
事
を
理
解
し
、
代
弁
す

る
代
表
者
の
存
在
が
必
要
不
可

欠
で
す
。

い
よ
い
よ
公
示
日
を
迎
え
ま

す
。
残
さ
れ
た
期
間
は
あ
と
わ

ず
か
で
す
が
、
一
人
・
二
人
・

三
人
と
仲
間
を
増
や
し
、
我
わ

れ
の
考
え
を
各
区
議
会
へ
反
映

さ
せ
る
た
め
取
組
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
。

（
萩
原

崇
氏
）

（
1
面
か
ら
の
つ
づ
き
）

▲国会で発言する鬼木まこと自治労組織内参議院議員

市・町議会議員選挙推薦候補

東
京
都

八王子市 森 ヨシヒコ 無所属・現

小平市 中江 みわ 立憲民主党・現

狛江市 加藤 功一 立憲民主党・現

国立市 上村 和子 無所属・現

調布市 さかきばら 登志子 立憲民主党・現

東久留米市 間宮 みき 無所属・現

国分寺市 星 いつろう 社民党・現

羽村市 大塚 あかね 立憲民主党・現

稲城市 いそむら あきこ 無所属・現

府中市 みやした 幸一 立憲民主党・現

埼
玉
県

越谷市 土屋 らいむ 立憲民主党・新

川越市 高橋 つよし 社民党・現

神
奈
川
県

藤沢市 大矢 徹 無所属・現

茅ヶ崎市 岸 正明 無所属・現

葉山町 中村 和雄 立憲民主党・現

第1069号（２）せ い そ う 労 働 者せ い そ う 労 働 者２０２３年４月１０日


